
令和4年4月30日

公益財団法人　　佐賀県教育文化振興財団

佐賀県黒髪少年自然の家

令　和　３　年　度

管理運営業務事業報告書



第　１　　　趣旨

　　　この報告書は、佐賀県黒髪少年自然の家の管理運営に関する協定書第２１条第１項第１号に定める「管理運営

　 業務の実施状況」について記載しているものである。

第　２　　管理運営体制

　１　組織・人員

　　⑴　組織・人員配置

（総務班） 企画主任① 主事①

所長①

（指導班） 企画主任① 企画副主任① 指導員③

　　⑵　職員一覧

　　⑶　勤務体制

　　①　勤務時間

　 ②　週休日

　　　  ・　毎４週間につき８日

　２　職員の指導育成・研修体制

令和4年3月31日　現在

9名

研　　　　　修　　　　　名　(　実　　施　　主　　体　) 受講者数等

NEALリーダー

　　　  ・　A勤務…８時３０分～１２時１５分(翌日)（休憩時間：１２時１５分～１３時、１７時１５分～1８時）

古川　 　碧

免　許　・　資　格　等

 収入・支出事務

 プログラムの企画、指導事務

 教諭免許･NEALコーディネーター

保育士･幼稚園教諭免許・NEALインストラクター

　　　  ・　D勤務…１３時１５分～２２時００分　（休憩時間：１７時１５分～1８時）

〃〃

井手梨紗子

企画副主任

主　事

企画主任

副所長①

役　　職 氏　　　　名

 所の総括篠原　智文

木寺　仁史

所　　　掌　　　事　　　務

〃

 総務事務の総括、庁舎管理

副所長

 社会指導主事、教諭免許

藤井　麻衣

所　長

古賀　哲昭

　　　  ・　B勤務…８時３０分～１７時１５分　　(休憩時間：１２時１５分～１３時）

 所長の補佐、指導班の総括  社会指導主事、教諭免許

山﨑　陽平

目床　祐太

 レクリエーションコーディネーター

NEALリーダー

 プログラムの実施、指導事務

日　　　　時

4月1日

指導員

〃 〃

9月14日 消防訓練（消火・通報・避難）（職場研修）

企画主任

　　　  ・　Ｃ勤務…１３時００分～１７時１５分(翌日)（休憩時間：１２時１５分～１３時、１７時１５分～1８時）

危機管理及び個人情報保護について(職場研修)

梶山裕一郎

9名

9名普通救命講習（講師：杵藤地区武雄消防署）（職場研修）6月16日

4月27日～4月30日 ＮＥＡＬインストラクター養成演習（国立大隅青少年自然の家） 1名

5月29日 グループをチームに育てるプログラム研修会（波戸岬少年自然の家） 1名
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　３　地元との連携

第　３　　施設の運営に関する業務

　１　休所日と施設点検日　

　　⑴　休所日

　　⑵　施設点検日

　　①　自家用電気工作物点検

時　　　　期 連　　　　携　　　　等　　　　内　　　　容

　通　年 　黒髪の浪曼まつり実行委員会・事務局会（委員：所長、事務局：副所長）

　職員福利厚生のため

12月26日～12月28日 自然体験活動指導者（ＮＥＡＬリーダー） 養成事業（国立諫早青少年自然の家） 1名

4月

9名

受講者数等日　　　　時

令和3年11月30日
2日間

休　　所　　日

　黒髪山陶芸作家村 窯祭りと連携し、黒髪山系山歩き教室開催

研　　　　　修　　　　　名　(　実　　施　　主　　体　)

消防訓練（消火・通報・避難）（職場研修）

11月

期　　間

令和4年1月3日

令和3年11月29日～

理　　　　　　　　　　　　　　　　　由

点検月日 6月1日

異常なし

6日間

異常なし異常なし
異常の
有　無

　黒髪少年自然の家周辺及びウォークラリーコース清掃活動

令和3年12月29日～

異常なし 異常なし

　黒髪山山開き参加（黒髪の浪漫まつり実行委員会主催）

8月4日

3月

11月15日

異常なし異常なし

　年末年始休暇のため

2月2日12月3日10月8日4月9日

3月19日
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　　②　ボイラー点検・整備

○　給湯用ボイラー(管理棟内の浴室)

　・　点検・整備日　　　令和3年11月24～25日

　・　点検結果　　　　　安全弁分解整備済

　　③　消防用設備等点検

　・　点検日　　　　　　　　　　　　 令和4年3月19日

　・　点検結果 第1･5宿泊棟火災報知器動作不良 第1宿泊棟通路誘導灯等不良

原因確認後、改修済(R031001） 原因確認後、改修済(R040331）

　２　受入れ事業

　　⑴　利用実績

　　⑵　県内学校の優先受付

　　⑶　活動プログラム

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

クラフト制作、レクリエーション、野外炊飯【支援】

野外活動

登山【支援】、わんぱく大冒険【支援】、オリエンテーリング【支援】、ウォークラリー【支援】、ハイキング【支援】

令和3年9月17日

10,899

延べ利用者数 延べ宿泊者数

ボイラー点検整備

実利用者数

人

510

左のうち免除者数

自然(植物・植林・樹木・野鳥・岩石・地層・水生生物・昆虫)観察【支援】、天体(星空)観察【支援】、渓流釣り【支援】

149

キャンプファイヤー【支援】、キャンドルの集い【支援】

人

　　992人　　10件

提示した活動プログラム内容で職員が指導したプログラム

受付総人数

講話(黒髪の植物・大蛇退治伝説・黒髪山の伝説)【支援】、レクリエーション【支援】

団体

令和3年4月1日～

館内活動

受　　付　　期　　間

アウトドア

卓球、バドミントン、ミニバレーボール、ドッジボール、ミニバスケット、フリーテニス、綱引き

野外炊飯【支援】

6,076

出前講座

どんぐり(トトロ)人形、ぶんぶんゴマ、壁掛け、竹とんぼ、ペンダント、鳥笛、キーホルダ、キャンドルづくり【支援】

スポーツ

交流・交歓

クラフト活動

受 付 件 数

人人

利用団体数

16,975

令和3年5月31日
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　　⑷　受入事業における利用団体への指導・支援

・

・

・

・

・

・

・

　　⑸　フィールドの開発・整備

わんぱくの国：土
台部分腐食

自然環境での活動における利用者の安心安全な活動確保のため、コース内の点検を強化するととも

特になし

に指導者に対し情報提供を十分に行い、活動内容に沿った指導・支援の充実を図っていく。

指導・支援を実施した。

特になし

補修12/10 補修1/11措置月日 －

つどいの広場：丸
太ステップの乗る
部分の周囲が少
し破損

点検結果
つどいの広場：丸
太ステップ一部
腐食あり

月・日
東コース：だんだん竹橋
スタートから5本目竹割
れ
西コース：階段部分の腐
食。つり橋の国土台の腐
食

応急補修2/13

わんぱくの国：土
台部分腐食

うりぼうコース：わ
んぱくの国一部
破損

10月20日

専門的補修3/31

うりぼうコース：忍
者の国2本目の
竹が少し割れて
いる

特になし

－－

特になし

－

3月10日2月10･11･12日1月8･10日11月17日 12月7･9日

－補修7/16 －

6月14日 7月13･15日

　 クラフトで使用する材料・道具を用意し、作り方の手順や説明、安全面、技術面の指導。

8月7日

特になし

　 登山、わんぱく大冒険でのチェックポイントの助言及び危険回避の方法等の指導。

の脅威であるコロナウイルス感染症対策についても十分な説明責任を果たすように心掛けた｡豊かな

サック・コンパス・地図等の貸出。

※指導・支援については、事後のアンケートで「クラフトの事前指導が分かりやすく楽しく制作できた」

5月11日 9月18･19･23日

野外炊飯 (11回)

ウォークラりー・ハイキング・オリエンテーリング (25回)

4月17日

クラフト活動 (55回)

出前講座 (12回)

　 ウォークラリー等のねらい、活動場所の様子、チェックポイント等についての助言やゼッケン・リック

　 薪割りの方法、火の燃やし方、包丁の扱い、調理中の安全・衛生面についての指導。

月・日

館内活動 (4回)

　 また、団体から要望があれば、指導を行うことにしている。今年度は、以下のとおり、合計305回の

　 当施設が提示している活動プログラムの実施については、利用団体の要望の有無に関わらず、用

具の貸出し、使用方法、活動方法、危険予防などの支援を行っている。

点検結果

「鎖場のポイントについての指導が的確だったため安全に登山できた」等の意見があった｡また､自然

の助言・指導。

　 団体等からの要請により、クラフト活動・レクリエーション・野外炊飯等の方法について指導・支援。

野外活動 (150回)

キャンプファイヤー・キャンドルの集い (48回)

　 黒髪の植物・大蛇退治伝説・黒髪山の伝説等の講話・レクリエーションの進め方・注意点について

措置月日

－

　 衣装やキャンドル等の道具の使用方法の指導及び薪組、キャンドルの配置等の支援。
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　３　主催事業・自主事業

事業
区分

参加
人員

ア 中止

36名

65名

43名

38名

イ 37名

37名

57名

中止

ウ 56名

ウ 中止

ウ 中止

ウ 104名

－ 24名

施
設
開
放

事
業

ウ
4回

128人

※事業区分  (ア)青少年の健全育成に係る体験活動､研修等  (イ)青少年の体験活動を支援する指導者の育成  (ウ)青少年が抱える課題の未然防止に資する体験活動

11/20～21
　自然豊かで、四季の移り変わる黒髪山系の魅
力を生かし、安全で楽しい山歩きを行い、ストレ
スの解消と健康増進を図った。(対象:成人)

日帰り参加者
22名

提
　
　
案
　
　
型
　
　
事
　
　
業

ア

11月～2月

　くろかみ出前講座 随時

　施設を開放し自然の中での活動の素晴ら
しさを体感してもらうと共に、幼児同士で活
動することによる社会性の醸成を目指し
た。

　(くろかみ山系山歩き教室)
黒髪山系紅葉狩りと窯元め
ぐり

　アドベンチャー教室
　　(１期、２期)

く
ろ
か
み
自
然
体
験
事
業

　ワイルドキッズ
　　(１期、２期)

事　　　　業　　　名

　　芋つくりプロジェクト

期　　日

親子ふれあいキャンプ

　サマースクール

10/2～3

　　春満喫！山菜摘みと
　　トレッキング1回目

主
　
　
　
催
　
　
　
事
　
　
　
業

7/3～4

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

ウ

1/29～30

(施設利用指導者研修事業）

　黒髪セミナー

10月31日

11/13～14

佐賀県少年自然の家３施設ラ
リー(子ども体験フェスティバル
２０２１in佐賀)

イ

　　　秋の収穫祭

3/5～6

　親子でいっしょ！
　　黒髪ホリデー

9/25～26

ア

12/26～27

コロナ禍のため

3/20～20

　(伝統文化ふれあい事業)
　年末フェスタ'Ｉｎ黒髪

ウ

コロナ禍のため

　親子ふれあい
　　チャレンジセミナー

　親子わくわく楽習セミ
ナー

2/19～20

コロナ禍のため

　親子が焼物づくり、親子レクリエーションなどを
通して、親子のスキンシップを深め、家族間の交
流が活発になるよう支援した。
　また、親に対しては子育てに関する講演会、子
どもに対しては本の読み聞かせを分かれて行
い、それぞれ同世代間の交流ができるよう支援
した。

企画運営・佐賀長
崎体験の風をおこ
そう運動推進実行
委員会

　３施設の特徴を生かし、親子で自然体験
活動をすることによって子どたちの健やか
な成長を育くんだ。

12団体
486名

　黒髪少年自然の家のプログラムを小学
校、公民館、子どもクラブ等において実施
し、多くの人に体験してもらうとともに、少年
自然の家の利用を働きかけることができ
た。

89名

　黒髪の自然の中で親子が、他の家族と一緒に
季節に合わせた自然体験活動をすることで四季
の変化を堪能し、自然の恵みに感謝するととも
に、これらの活動を通して、親子の絆を強めるこ
とと家族間の交流をはかることに寄与した。

69名

　同年代の者同士が厳寒期に集団宿泊や登
山、わんぱく大冒険、クラフト制作などの自然体
験活動を通して、体力の向上、豊かな情操、対
人関係能力等の社会性などを身に付け「生きる
力」を育むことができた。

6/5～6/6

8/15～18

1/15～16

34名8/28～8/29

44名

10/23～24

9名

12/11～12

2名

　少年自然の家出の活動に必要な知識や技術
などの研修を通して、実践的な指導力を習得し
たワーカーの養成をすることができた。

68名

　当施設を利用する学校や団体の指導者に対し
て、当施設の特色の説明や各種プログラムの体
験などの事前研修を行い、当日の活動が安全
かつ効率的に実施できるように援助することが
できた。

悪天候とｺﾛﾅ禍のため

ボランティア
の活用

2名

　黒髪の自然の中で同年代の者同士が集団宿
泊棟の共同生活や登山、わんぱく大冒険、クラ
フト等の自然体験活動を通して、友達づくり、我
慢すること、協力すること、助け合うことの大切さ
や自然の中で自らが判断し行動することの重要
性を学ぶことにより、判断力や創造力と豊かな
情操、人間関係能力等の社会性などを身につけ
「生きる力」を育むことができた。

効　　　　　　　　果

5名

2名

11月15日23人
12月5日33人
1月23日72人
2月13日0人

ウインタースクール
（１期、２期、３期）

ア

(施設ボランティア養成事業)

　黒髪ボランティア養成セミナー

親
子
自
然
体
験
交
流
事
業

10/9～10/10

ウ

5/11

空飛ぶ体験
ほっこりセミナー ウ

ア

　　春満喫！山菜摘みと
　　トレッキング2回目

ウ

4/11～12

冬
季
自
然
体
験
教
室

　地域とのつながりが薄れ、年々忘れ去られて
いく年末の恒例行事である餅つきや門松(ミニ)
つ゛くりをすることにより、日本の伝統文化に触れ
るとともに、1年を振り返り新しい年への計画つ゛
くりの機会を提供した。

2名

4名

ウ 4/24～25 60名
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　４　施設事業にかかる広報・ＰＲ等

　　　　・　所　　　 報　…　２，５００部

　　⑵　県内利用者、冬季利用者の増加のための誘客活動の実施状況（期日、方法等）

第　４　　施設の維持及び管理に関する業務

　１　委託業務

　２　当該年度に指定管理経費で購入した備品

数量

4,291,113 指名競争入札

県西部の保育園・幼稚園・こども園及び町内の小学校を訪問し、施設開放の案内と各種行事への参加を
要請

１０月・１１月

委 託 業 務 名 契　約　額

Web広報(ホームページ・インスタグラム(フォロアー数401)・フェイスブック(フォロアー数1065)

通　　　　年

　　　　・　周辺スポーツ施設ガイド　…　１，０００部

期　　日

　コンパスグループジャパン㈱
食事の提供
（朝食： 5,819食、昼食：3,923食、夕
食： 5,514食）

朝食＠400円(160円)

昼食＠560円(200円)

夕食＠720円(230円)
単一隋契

方　　　　　　　法　　　　　　等

５・６・７月

分　　類 品　　　　　　　名 規　　　　　　　　格

クリーニング業務 　サニークリーニング
・シーツ10,550枚、ベットパット247
枚、毛布626枚、タオルケット254枚、
コタツ布団29枚

業　務　実　績　状　況

　九州恵冷機株式会社

ごみ収集業務

貯水槽清掃業務

食堂管理運営業務
R3.4.1～R4.3.31

庁舎清掃業務 　㈱　丸新

見積り合わせによる
隋契

見積り合わせによる
隋契

見積り合わせによる
隋契

単一隋契21,984

・管理棟給湯用：１基
見積り合わせによる
隋契

・受水槽（15ｔ）　・高架水槽（4t×2基)

196,900

・消防設備等保安点検（自動火災報
知設備：一式、消火器具：37台、誘導
灯：26台、漏電火災警報器一式、火
災通報設備一式、非常警報設備一

金　　　　額

・中研修室床ワックス（147㎡） 年1回

1,118,907

・サッシ、網戸清掃　年1回

　県内の保育園・幼稚園・こども園及び市町教育委員会を訪問し利用をお願いするとともに、大学等関係
団体に所報及び自然の家周辺スポーツ施設案内文書(黒髪少年自然の家には運動場がないため)の配
布

104,500

110,000

自家用電気工作物
点検業務

庁舎警備業務

・管理棟床ワックス(810㎡)　年4回

・小研修室床ワックス（102㎡）　年1回

・ガラス清掃年2回(体育館年1回)

・巡回警備及び火災報知機による通
報業務（巡回：夜間3回、休所日：昼
間1回・夜間3回）

　㈱サデック

2,376,000

・定期点検（全棟停電）　年1回
244,200

見積り合わせによる
隋契

ボイラー保守点検
業務

  武雄市

消防設備保安点検
業務

　堤電気㈱

・可燃物：週１回、不燃物、缶、
びん、ペットボトル：週１回

　㈱　丸　新

指名競争入札

・通常点検　年6回

　西九州警備保障㈱

・プレイホール床ワックス(700㎡)　年2回

・ファンコンダクター清掃　年1回

契 約 の 方 法

　東部、西部、教育事務所及び西部支所管内の小学校あてに主催・提案事業の参加を要請

・工作室床ワックス（126㎡）　年2回

・日常清掃（作業員常駐、年258日/人）

業　　者　　名

購 入 年 月 日

なし

7


